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上場企業PBR1倍割れ問題の現状

日本市場では、全体の約半数、東証上場の上

位500社を見ても、なんとその4割がPBR1倍を

割っており、とても深刻な状況です

本年1月に日本経済新聞等で報じられた通り、

東京証券取引所が特に低PBR企業に対して、

資本効率の改善を求めています

本来各企業が自主的に努力すべき事項ですが、

取引所にまで改善努力を求められる現状は深

刻で、憂慮すべき事態です

「PBR」とは

株価(Price)と一株当たり純資産の簿価(Book 

value)の比率(Ratio)の事です

言い換えれば、市場評価としての企業価値が、

その保有正味財産価値と比べて何倍かを表して

います

つまり、PBR1倍以下の企業は、市場から事業

経営の付加価値を認められていないと言う事です
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2社に1社

低PBRには、どんなリスクがあるのでしょう？

東証のフォローアップ会議においては、PBR不

芳企業の一覧公表も検討されており、市場に

おける、ある種の落第の烙印を押される危険

性があります

更には

そもそも割安な株価に加え、円安効果により、

海外の投資家からは更に割安に見えており、

ある日突然海外の企業・投資家に買収され、

経営の自由を失うリスクが大きくなっています

Worst Possible Scenario株価
一株当たり純資産

< 1.0x



今、何が求められているのか？
2023年3月リリース JPX(東証)の説明資料より
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✓ 自社の資本コストと資本リター
ンの把握

✓ 市場評価に関して、取締役会で
分析と評価を行う

✓ 具体的な目標と計画の策定と開
示



最終形のあるべき姿は？
2023年3月リリース JPX(東証)の説明資料より
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✓ 実行段階では、資本コストと市
場からの評価を意識した経営の
定着が求められている

✓ 海外投資家を含む市場との積極
的な対話の実施

✓ 継続的な分析・開示



弊社提案ソリューションの根拠理論の代表例
- 投資家の企業価値判断手法をリバース・エンジニアリング
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提
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• CAPM
• Gordon Growth model
などの現代金融理論
の基礎理解

柱
と
な
る
数
式 •理論PBR

=(ROE-g)/(k-g)

•株式資本コスト(k)
=リスクフリー金利+
株式市場ベータx株式
市場リスク・プレミ
アム 実

務
上
の

K
P

I •大きくA)収益性管理 
B)資本政策に分かれ
る

• A) ROEの構成要素で
あるROA（資産リ
ターン）と利益成長
率

• B) 資本構成・資本政
策、資本コスト管理、
各事業ポートフォリ
オへの資本配賦

• PBR改善へ



弊社提案ソリューションフローの一例
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カギとなる課題への処方箋提示

- 各事業の収益性と

財務マネジメント

現状のPBRは資本リ

ターンに見合ってい

るか否か？

理論PBRは1倍を割れ
ているか？

割れている

(低評価に蓋然性あり）

ビジネスの収益性改善・
成長性の検討

資本政策の再検討・
保有ビジネス間の
資本配賦の改善

割れていない

(低評価に蓋然性なし)
市場評価改善
の為のIR施策 他

各KPI
につき

PLAN

DO

CHECK

ACT

前頁の各KPIを精
査した後

低PBR評価の蓋然
性を判定

✓ 取締役会レベルでの議
論

✓ 投資家説明資料の作成
✓ 市場からのフィード

バックの取り込み

施策実行段階
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上場企業と投資家の

橋渡し

企業価値増大

PBR1倍割れ対策

成長ストーリー展開

投資家コミュニケーション

改善

開示書類改善

IRイベント支援

取締役会・ガバナンス改革

役員報酬改革

市場リテラシー支援

本資料では、主要セグメントである
PBR1倍割れ企業に対する企業価値増大コン

サルティングビジネスに焦点を当て説明さ
せて頂きました

この他、様々なコンサルティング・サービ
スを用意しております

弊社提供サービスの中での位置付け
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小規模・一般コンサル 小規模・専門コンサル

大規模・一般コンサル 大規模・専門コンサル

規模と専門性に
よる競合分類

✓ 小規模一般コンサルには、専門的なアドバイスをする能力を持たず、本市

場参入は極めて難しい

✓ 大規模一般コンサルでは、本市場の為に新規人材獲得・教育の余地はある

が、費用及び時間コスト割れの懸念あり。いずれにせよ参入には時間がか

かり、少なくとも初期の参入はかなり限られる

✓ IRジャパンや野村IRと言った大規模専門コンサルは多数の顧客向けの定型

サービスで優位。また、大企業向けのテイラーメイド・コンサルに触手か

✓ 弊社は対専門性を持ち小回りの利く小規模・専門コンサルとして、クライ

アント企業のPBR1倍割れ問題解決に向けたテイラーメイド・サービスに

特化します

低
PBR

財務安
定性

➢ 本件に関して想定するクライアント企業は、大まかに低PBR企業 2,000

社ですが、中でも手元流動性等一定の財務安定性を持った1,600社との重

複部分に位置する900余社が特にフィットする潜在クライント先と想定し

ます

本資料では非公開です

弊社のポジショニングと想定する顧客企業(参考)



9

ブリッジワイズの経営目標

我々ブリッジワイズは

”架け橋の如く- BridgeWise”

企業経営者と投資家を結び、両者の相互理解と化学反応によって

日本企業本来の企業価値を

あらゆる妨げから解き放っていきたいと考えます 

UNLOCKING THE CORPORATE VALUE
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